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このたびは、Model 22 をお買い上げいただきありがとうござい

ます。 
本器は信頼性の高いデジタルクランプメーターです。 
ご使用前にこの「取扱説明書」をよくお読みになり正しくお使いく

ださい。 
この取扱説明書はいつでも使用できるように、大切に保管してく

ださい｡ 
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1. 安全情報 
本器を使用する前に下記の安全情報をお読みください。また、この取扱説明
書に指定されている通りにご使用ください。誤った使用方法では本器に備え
られている保護機能が損なわれる可能性があります。 
 
1.1. 使用環境条件 
標高 2000m まで 
動作温度：0〜40、<80％RH (但し、結露なきこと) 
保管温度：-10〜60、<70％RH (但し、電池を外すこと) 
汚染度：2 
過電圧カテゴリ：EN61010 600V CAT III 
 
1.2. 保守・クリーニング 
この取扱説明書に適用されていない修理または点検は専門家のみが行って
ください。 
定期的にケースを乾いた布で拭いてください。本器には研磨剤や溶剤を使用
しないでください。 
本器を慎重に扱い、落下させたり硬いもので衝撃を与えないでください。 
汚れ、ほこり、あるいは空気中に塩分を含むような場所及び腐食ガスが存在
するような場所で使用しないでください。 
センサーの表面をクリーニングする時は乾いた柔らかい布で拭いてください。
汚れやほこりがセンサーの表面に付着している場合は精度が低下します。 
 
安全記号 

EMC（電磁環境適合性）に対応するヨーロッパ規格。 
修理する時は決められた交換部品のみをご使用ください。 

 
2. 概要 
弊社のクランプメーターをご使用いただき、ありがとうございます。本器を有
効にご利用いただく為に、ご使用前にこの取扱説明書を注意深く読み、内容
に従ってください。本器は認定工場に置いて厳格な品質管理基準の下に設
計・製造及び搬送されています。 
 
3. 特徴 
 ポケットサイズ、ミニタイプクランプメーター 
 交流電流 400A まで測定可能 
 真の実効値タイプ 
 突入電流測定機能 
 NCV(非接触電圧検出) ・ LPF(ローパスフィルター)機能 
 オートパワーオフ(15 分) ・ バックライト機能 
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4. 仕様 
4.1. 一般仕様 
規 格 : EN61010 600V CAT III 
表 示 : 4 桁 LCD（液晶表示） 最大 4200 カウント 
オ ー バ ー レ ン ジ : " - OL - " 表示 
サ ン プ ル レ ー ト : 2 回/秒 
電池電圧低下表示 : 動作電圧以下のとき "  " が表示 
電 源 : 単 4 電池×2 
電 池 寿 命 : 約 200 時間 (アルカリ電池) 
オ ー ト パ ワ ー オ フ : 最終キー操作後、15 分で自動的に電源オフ 
C T 開 口 部 : φ23mm 
寸 法 : W59×H149×D27.5mm 
重 量 : 約 140g 
付 属 品 : 単 4 電池×2, 取扱説明書, 携帯ケース 

 
4.2. 性能（23℃±5℃、80％RH 以下） 
ACA(オートレンジ) 

レンジ 分解能 確度 
過負荷保護 50～60Hz 45～400Hz 

40A 0.01A ±2.0%＋5dgts ±3.8%＋8dgts 420Arms 400A 0.1A 
 
LPF(オートレンジ) 

レンジ 分解能 確度 
過負荷保護 50～60Hz 

40A 0.01A ±3.5%＋8dgts 420Arms 400A 0.1A 
※カットオフ周波数（-3dB）：160Hz 
 
インラッシュ測定 

レンジ 分解能 確度 過負荷保護 
400A 0.1A ±3.5%＋8dgts 420Arms 

※サンプリング時間：100ms   トリガー電流（閾値）：5A 
 
NCV（非接触電圧検出） 
電界を感知した時、レベル表示とビープ音が発生。 
（AC100V 2.54cm において動作開始） 
  

Model 22 

 
 

5. 記号の説明・ボタンスイッチの位置 
5.1. 各部の名称および機能 
 

No 名称 
① CT 開口部 
② 電圧感知バー 
③ 安全保護リング 
④ 開閉レバー 
⑤ ホールド/突入電流ボタン 
⑥ LPF ボタン 
⑦ NCV ボタン 
⑧ AC ボタン 
⑨ 電源/バックライトボタン 
⑩ LCD 液晶画面 
⑪ 電池収納部 

 
記号 機能 

 電池残量表示 
 インラッシュ（突入電流）表示 
 データホールド表示 
 NCV（非接触電圧検出）表示 
 ローパスフィルター表示 
 電流測定表示 
 オートパワーオフ表示 
 レベル値 
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5.2. 機能説明 
・  データホールド／インラッシュ測定ボタン 
   ボタンを押すと、画面に "  " が表示され、測定値をホールドしま

す。再度    ボタンを押すとホールドは解除されます。 
 

ボタンを 2 秒以上押し続けると、画面に "  " が表示され、インラ

ッシュ測定モードになります。インラッシュ測定は、機器類に電源を投入し

た際の 5A 以上の電流を検出した時に開始され、開始後 100ms 以内のピ

ーク電流を捕捉します。   ボタンを 2 秒以上押し続けるか、   ボタンを押

すとインラッシュ測定モードは解除されます。 
 
・  電源／バックライトボタン 
  ボタンを押すと、電源が ON になり、  ボタンを 2 秒以上押し続け

ると電源が OFF になります。 
電源が ON の状態で  ボタンを押すとバックライトが点灯します。 
消灯するには再度  ボタンを押すか、10 秒経つと自動的に OFF にな

ります。 
 
・   NCV（非接触電圧検出）ボタン 
    ボタンを押すと、画面に "  " が表示され、NCV モードになります。 

ボタンを押すと NCV モードが解除されます。 
 
・   LPF（ローパスフィルター）ボタン 
    ボタンを押すと画面に "  " が表示され LPF モードになります。 

再度   ボタンを押すか、   ボタンを押すとLPFモードが解除されます。 
 
5.3. 電池交換 
(1) 画面に "  " が表示されたら電池電圧が

低下しています。 
(2) 電源を OFF にし、本体裏面下側にある電池カ

バー止めビスを＋ドライバーで外し、電池カバー

を外します。 
(3) 消耗した電池 2 本を取り出します。 
(4) 極性を確認し、新しい電池を挿入します。 
(5) 電池カバーを元に戻し、止めビスを固定しま 

す。 
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6. 測定方法 
6.1. 交流電流測定 
(1)  ボタンを押して、電源を ON にします。 
(2) 画面に "  " が表示され、交流電流の測定ができます。 
(3) 開閉レバーを握り、CT 開口部を開きます。 
(4) ケーブルをクランプし、CT 開口部を閉じます。 
(5) 液晶画面に値が表示されます。 
※ 表示が読み取りにくい場合は、   ボタンを押してデータホールド機能を 

使用してください。 
 
クランプ方法 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                【 ○ 】                 【 × 】 
 
6.2. インラッシュ（突入電流）測定 
(1)  ボタンを押して、 

電源を ON にします。 
(2)   ボタンを 2 秒以上押 

すと画面に "  " 
が表示され、インラッシュ

測定モードになります。 
(3) 突入電流 5A 以上を検 

出後、100ms 以内のピ

ーク電流を捕捉し、表示

を保持します。  

突入電流 

100ms       定常状態 

測定開始     測定終了 
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6.3. LPF（ローパスフィルター）機能 
(1)  ボタンを押して、電源を ON にします。 
(2)    ボタンを押すと画面に "  " が表示され LPF モードになります。 
(3) "  " 表示中は、約 160Hz 以上の周波数を減衰させ、低い周波数の

電流のみ測定することができます。 
 
6.4. NCV（非接触電圧検出） 

 
(1)  ボタンを押して、電源を ON にします。 
(2)   ボタンを押すと画面に "  " と " EF " が

表示され NCV モードになります。 
(3) CT 開口部外側の "▲ NCV ▲" 部分を被測定

物に近づけます。 
(4) 電界を感知するとビープ音が鳴り、画面に " - " 

が表示されます。電界レベルに応じて、" - " の

表示数と、ビープ音の大きさが変動します。 
 
 
 
 
 

電界レベル弱       電界レベル強 

  

注意 
・LCD とビープ音が反応しない場合でも、測定中の回路には絶対に触

れないでください。 
・測定する前に、電源装置で LCD とビープ音の機能が正常に作動する

か確認してください。 
・NCV 機能に異常を感じた場合は、測定を行わないでください。 
・NCV 表示は被測定物以外の電界の影響を受けても反応します。 

 
 


